
災害概要
　原因：キックバック 刈払機　　発生月：７月　　ＦＷ研修：３年目
　年齢：20歳　　受傷部位：左足甲外側　　傷病名：切創　　作業内容：下刈り

発生状況
　傾斜20度程度。スギ植林地。刈払機にて下刈り作業。
　刈払機の刈刃が地面に当たりキックバックが発生。弾かれた刈刃により左足甲付
近に切創を負った。

下刈り

事例 No.48
キックバック
刈払機

刈払機の刈刃が地面に当たりキッ
クバックが発生。弾かれた刈刃に
より左足甲付近に切創を負った

傾斜 20°

スギ植林地

刈刃が地面と接触しキックバック発生！

左足甲を切創



災害事例

刈払機対応の空調服（肩掛けバンド取り出し口付き）

こまめな水分補給

原因
　地面に触れたことによるキックバック。

再発防止対策
●  キックバックの発生する仕組みの理解。
●  腰バンド、股バンドの着装。

2.0Lタイプ・リザーバー

ハイドレーションで
こまめに水分補給

刈払い作業中に熱中症になってしまう事故が
多く発生しています。こまめに水分補給しや
すいハイドレーション（アウトドアスポーツ
用品）の使用がおすすめです

ツナギタイプ ジャケットタイプ

左右の電動ファンで
外気を取り込む

肩掛けバンド
取り出し口

小型のファンでウエア内に空気を流し涼しく
快適にしてくれる電動ファン付きウエア。右
脇腹あたりに刈払機専用ファスナーを備え、
ハーネスと刈払機を連結できる製品も販売さ
れています



災害概要
　原因：キックバック 刈払機　　発生月：１月　　ＦＷ研修：２年目
　年齢：21歳　　受傷部位：左足小指　　傷病名：切創　　作業内容：除伐（刈払機）

発生状況
　緩傾斜地。スギ植林地。刈払機にて除伐作業。
　刈払機の刈刃が立木に当たりキックバックが発生。立木脇の枯死木に当たった後、
研修生の左足小指に回転したままの刃が接触した。

除伐 （刈払機）

事例 No.49
キックバック
刈払機

立木に刈刃が当たりキックバック
発生。左足小指に回転したままの
刃が接触した

傾斜緩やか １回目のキックバック（立木）

２回目のキックバック
（伐倒済みの枯損木）

左足小指を切創



災害事例

刈刃でキックバックの起こる方向

連続キックバックの危険

機械にかかる力と働き

原因
　立木に触れたことによるキックバック。

再発防止対策
●  自分の足に刈払機の刃を近づけ過ぎない。
●  奥行のない場所は、一歩後ろに下がり距離を確保する。
●  腰バンド、股バンドの着装。

図「刈刃でキックバックの起こる方向」に関連して、
それぞれの場面で機械にかかる力と動きについて考え
てみましょう（参考：石垣正喜「刈払機の安全作業ガイ
ド─基本と実践」全国林業改良普及協会）

キックバックは
全周で起こります

高回転使用時の連続キックバックの危険
予期せぬ方向から刈刃が接触

２回目のキックバック２回目のキックバック

１回目のキックバック

伐根

残存木
地面・石・岩

保護具
（金属・樹脂製）



災害概要
　原因：キックバック 刈払機　　発生月：５月　　ＦＷ研修：１年目
　年齢：20歳　　受傷部位：左足小指　　傷病名：切創　　作業内容：下刈り

発生状況
　緩傾斜。スギ植林地において下刈り作業中。
　刈払機で手前を刈払おうとして腰バンドを外して刈ったところ、切り株に刃が当
たり軽いキックバックが発生。左足小指付近に刃が接触し、切創を負った。

下刈り

事例 No.50
キックバック
刈払機

腰バンドを外して刈ったところ、
切り株に刃が当たりキックバック
が発生し左足小指に切創を負った

傾斜緩やか

スギ植林地

足元付近を刈払う際に
腰バンドを外して操作した

伐根との接触で
軽いキックバック発生！

左足小指を切創

肩掛式ツーグリップ



災害事例

刈払い作業の正しい操作フォーム

原因
　伐根に当たりキックバックが発生、腰バンドを一時的に外す。

再発防止対策
●  腰バンドの着装による作業の徹底。Ｕハンドルの導入。

右腰を軸に上下・左右

右足前

肩掛式刈払機（Ｕハンドル）の操作では、体を左斜めの状態（右足が前、左足が後）、
中心軸になる右腰骨が前へ出るような姿勢となります。足運びは、左足を右足のすぐ
後方か、ほぼ真横まで引きつけた後、右足を次に引きつけるような動きになります。
こうした点から、Ｕハンドルは左足が前へ出やすいツーグリップのものより、足を切りに
くく安全であるといえるでしょう（参考：石垣正喜「刈払機の安全作業ガイド─基本と実践」
全国林業改良普及協会）



災害概要
　原因：キックバック 刈払機　　発生月：９月　　ＦＷ研修：１年目
　年齢：38歳　　受傷部位：左足ふくらはぎ　　傷病名：切創
　作業内容：下刈り

発生状況
　傾斜30度。スギ造林地で刈払機による下刈り作業。
　同僚７人と斜面を刈り進んでいたところ広葉樹の伐根に刃先が接触しキックバッ
クし、左ふくらはぎに切創を負った。

下刈り

事例 No.51
キックバック
刈払機

広葉樹の伐根に刈払機の刃先が
接触しキックバックし、左ふくら
はぎを切創

左足ふくらはぎ内側を切創
傾斜 30°

スギ植林地

伐根（広葉樹）と接触し
キックバック発生！



災害事例

往復刈りは禁止

原因
　切り株に触れたことによるキックバック。

再発防止対策
●  雑草等に隠れた伐根に注意。
●  腰バンド、股バンドが着装できる刈払機の使用。

必ず
行き
と同
じコ
ース
で戻
る

往復刈りは
キックバック
発生の原因に

キックバックを起こしやすい位置と
進行方向の障害物が接触

障害物

キックバック発生

往復刈りはキックバック発生の原因と
なるため行わないようにしましょう




